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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

アーチフォーム 1)は，工期短縮・産廃低減・桁下施工

空間縮小のメリットから，プレビーム橋の床版埋設型枠

に活用され、108件の実積（2019年 7月末時点）を有し

ます。ところが，近年プレビーム橋は大型化し，図 1の

ように主桁間隔が 2.5 mを超える橋梁が増え，図 2に示

す従来の断面では適用できないケースがあり，適用主桁

間隔の拡大が喫緊の課題でした。 

このため，長主桁間隔に対応できるようアーチフォー

ム断面を改良し，載荷試験により適用性を検証しました。 

本文では，鉄筋有効高を確保しつつ荷重の増加も抑え

る形状の工夫や，実験により確認された大きな耐荷力や

施工上の問題点と今後の課題について，報告します。 

2．．．．新型アーチフォーム新型アーチフォーム新型アーチフォーム新型アーチフォームのののの開発開発開発開発概要概要概要概要 

（（（（1）））） 平板の曲げ剛性向上の検討平板の曲げ剛性向上の検討平板の曲げ剛性向上の検討平板の曲げ剛性向上の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の平板形状では，板下面の引張応力が非常に大き

くなり，曲げ剛性の不足が顕著でした。剛性向上の方法

として，表 1に示すような平板を鋼材で補剛した複合板

とリブ付き板の 2案を考えました。 

共に応力的には満足しますが，複合板は鋼材の接着に

手間がかかるため，コストや工程に課題がありました。

一方，リブ付き板は，KK フォームの材料を一つの型で

押出し成形でき，既にリブ付きアーチフォームの開発 2)

により製造法が確立されており，こちらを選定しました。 

（（（（2）））） アーチフォームの形状検討アーチフォームの形状検討アーチフォームの形状検討アーチフォームの形状検討 

アーチフォーム断面は，剛性を確保するためリブを

レール形状とし，床版部下面主鉄筋の有効高が確保でき

るようリブ高を 40 ㎜としています（図 4 参照）。また，

長主桁間になっても死荷重が増加しないよう，従来のよ

うな単円形状ではなく，図 5に示す 3次曲線としていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 ㎜厚板  主桁間隔：2.0 m 以下 35 ㎜厚板 主桁間隔：2.0～2.5 m 

図 2 従来のアーチフォーム断面と適用主桁間隔 

図 3 改良アーチフォーム断面形状(主桁間隔 2.5～3 m) 
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図 1 プレビーム桁の主桁間隔拡大 

図 4 リブ高と鉄筋配置 

表 1 板の断面形状の比較 
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（（（（3）））） アーチフォームの中央点集中載荷試験アーチフォームの中央点集中載荷試験アーチフォームの中央点集中載荷試験アーチフォームの中央点集中載荷試験 

本試験は，アーチフォーム 1枚（幅 300 ㎜）の両端を

無収縮モルタルで固定し，支間中央に１点集中漸増載荷

を行いました。載荷状況を写真 1に示します。試験の結

果，最大荷重 12.5 kN で支間中央の下面に引張応力度

15.4 N/mm2 が生じ，破壊に達しました。また，荷重と

変位の関係は破壊直前まで直線性を保ち，両端をピンと

した平面骨組み解析結果と一致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（4）））） アーチフォームの砂荷重等分布載荷試験アーチフォームの砂荷重等分布載荷試験アーチフォームの砂荷重等分布載荷試験アーチフォームの砂荷重等分布載荷試験 

本試験は，床版コンクリート打設を想定した偏載荷を

含む段階的な載荷ステップを，砂袋の積載で再現しまし

た。3枚接合（幅 900 ㎜）のアーチフォームの，支間中

央と両 1/4 点の上下縁にひずみゲージと変位計を配置し，

ひずみと鉛直変位を測定しました。載荷状況を写真 2に

示します。試験結果は床版コンクリート荷重時に応力度

が 0.5 N/mm2で，2.5倍載荷でも応力度が 1.7 N/mm2で

あり，集中荷重試験の破壊時応力度 15.4 N/mm2に対し，

十分な余裕があり，ひび割れ等の変状も生じませんでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．．．．施工上の問題と今後の課題施工上の問題と今後の課題施工上の問題と今後の課題施工上の問題と今後の課題 

プレビーム橋におけるアーチフォームは，冒頭に示す

様にメリットが多く，桁間隔が広い三渡橋に採用しまし

た。実施工に使用して（写真 3～5参照），課題として以

下の事項が挙げられます。 

① 長主桁間隔アーチフォームのため長尺であり，扱い

づらい。 

② アーチフォーム嵌合部が合わせにくい。  

軽量化の方法としては，高機能繊維との複合化等が考

えられるので，扱いやすい部材とし，設置法の工夫も加

えてさらに改善していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．．．．まとめまとめまとめまとめ 

アーチフォームの長支間（2.5 m～3.0 m）への適用に

ついて，新たに考案した断面形状の性能評価を行いまし

た。結果として，試験に用いたアーチフォームは床版の

埋設型枠として十分な性能を有しており，三渡橋の施工

に適用できることを確認し，実際に採用，施工しました。 

施工性に若干の課題が残りましたが，プレビーム橋の

全ての主桁間隔に対応できる工法となり，今後の発展お

よび活用が期待されます。 
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図 5 アーチフォームの曲線形状 

写真 1 中央点集中載荷状況 

写真 2 砂荷重等分布載荷状況 

写真 4 アーチフォーム設置完了(上面) 

写真 3 アーチフォーム設置状況 

写真 5 アーチフォーム設置完了(下面) 
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